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【活動基本方針】 

 ロータリーの組織において、「規定」は空気のようなもので、組織運営にとって必要

不可欠なものではありますが、組織が正常に機能している時は、私たちが「規定」を意

識することはほとんどないと思います。しかし、組織を大きく変えようとする時や、組

織内で何か法的問題が生じたような時に、その裁定の拠り所となるのが「規定」です。 

 さて、国際ロータリーの規定審議会での立法作案に関与していくことは、私たちが国

際ロータリーの活動等に対し意見表明できる重要な機会であり、その意味において、各

ロータリークラブにはこの仕組みを理解し積極的に参加していくことが求められます。

当委員会は、これをサポートしていきたいと考えます。 

 

 

 

 

【活動計画】 

1. 国際ロータリー規定審議会の立法作業については、2011 年 12 月 31 日までに各ク

ラブ等からの立法案の提出が締め切られ、本年 2012 年 9 月 30 日までに、国際ロ

ータリーから各地区ガバナー等に立法案集が郵送されることになっています。（RI

のウェブサイトにも掲載されます。） 

これを受けて、来年 2013 年 2 月 21 日までに、各クラブ・地区大会は、この立法

案に対し、賛成反対等の意見をＲＩ事務総長に提出することになっています。 

2. 当委員会では、これに合わせて、各クラブに対し、アンケートを実施するなどし

て、地区内クラブの意見が RI 規定審議会に反映されるように支援していきます。 

3. 規定審議会にて採択された立法案の要点を各クラブに周知すべく支援していきま

す。 

4. 各クラブの定款・細則改正作業を支援していきます。 

5. ロータリーの諸規定の解釈を行います。 

6. 地区内クラブの情報規定委員長等との連絡を密にしていきます。 

7. その他 

 

  


